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三
月
十
日
の
大
安
吉
日
、
羽
生
田

た
か
し
副
委
員
長
の
地
元
、
群
馬
県

前
橋
市
に
お
い
て
、『
羽
生
田
た
か

し
群
馬
後
援
会
事
務
所
』
開
所
式
が

行
わ
れ
、
当
日
は
、
公
務
多
忙
の
な

か
、
大
澤
正
明
群
馬
県
知
事
、
群
馬

県
選
出
の
衆
参
国
会
議
員
を
は
じ
め

地
方
議
会
議
員
の
先
生
方
、
市
長
や

医
師
連
盟
関
係
、
医
療
関
係
団
体
な

ど
三
百
名
を
超
え
る
支
援
者
が
出
席

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
横
倉
義
武
日

医
連
委
員
長
、
鶴
谷
嘉
武
群
馬
県
医

連
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
、
大
澤
県
知
事
や
各
議
員
よ
り
羽

生
田
副
委
員
長
へ
激
励
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
羽
生
田
副
委
員
長
か
ら
は
、

力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
、
最
後
に

ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て
事
務
所
開

所
式
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

今
後
当
事
務
所
は
、
群
馬
県
内
に

お
け
る
羽
生
田
た
か
し
後
援
会
活
動

の
拠
点
と
な
る
事
務
所
で
、
羽
生
田

副
委
員
長
の
出
身
県
に
お
い
て
、
よ

り
密
度
の
高
い
後
援
会
活
動
を
展
開

す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
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羽は
に
ゅ
う
だ

生
田
た
か
し
群
馬
後
援
会

事
務
所
開
所
式
を
開
催

群馬後援会事務所開所式で挨拶する羽生田たかし副委員長

日本医師会の羽
は に ゅ う だ

生田たかし副会長（日医連副委員長）が、7月に予定されている参議院議員比例代表選挙
における日本医師連盟の組織を代表する推薦候補者として決定され、精力的に全国の医師会（医師連盟）を訪問しております。
医師会（医師連盟）のなかから、参議院比例区に組織を代表する候補者を出すべきか否か、政権交代が起きさまざまな意見が
あるなかで、私は、以下の理由により出すべきと決意し、本年1月15日に開催した日医連執行委員会に提案をいたしました。
決定までの意見を要約すると下記の3点になります。
1）	医療を取り巻く環境が悪化するなかで、次代の国民医療を確保するためにも、日医連を代表する候補の擁立を行うこと。
2）		日本医師会の医療政策（国民医療の確保、皆保険体制の維持）を実現させていくには、政権与党から候補者を擁立すべきであ
ること。

3）	選挙まで約半年と時間が限られているなか、医師の代表としては日医執行部から候補者を選定すべきであること。
ここ数年の医療政策のなかで、医師の職務である領域に、チーム医療推進の名のもとに「看護職の特定機能の承認」や「包括的
指示のもとに生活習慣病薬の投与」等の議論が行われております。「特定看護師」の意見を主張する人たちのなかには、看護職の独
立開業を求める意見を述べる人もあり、生活習慣病の指導、薬剤投与を薬局において行いたいと述べる人たちがいます。安全な医療
の提供には、「診断と治療方針の決定」は医師の重要な職務であります。この3年近く私共を代表する国会議員を失っていました。
急激な社会の転換期に組織を代表する議員を失っていたことが、医師の役割の低下に直結するような医療政策をもたらしたのではな
いでしょうか。
我々が思う医療政策を実行するためには、政治を行う場に国民医療を熟知した国会議員の存在が必要不可欠です。
羽生田たかしさんは、地元医師会の理事を経て、平成12年から日本医師会常任理事、平成22年からは副会長として日本の医療
を守るため精力的な活動を行ってきました。「国民皆保険の堅持と発展」を最重要課題とし、地域医療の復興を掲げ、「地域社会に
おける医師の偏在・不足、看護師不足、医学部新設の問題など、それを一つひとつ解決し、進めるべきことは進めていき、反対す
べきことは反対していくなかで、地域医療を再興していきたい」と国民のため、日本の医療のために身を捧げる強い気持ちで臨んで
おります。
「日本の医療制度をよりよいものにしたい」という思いはすべての会員の共通した願いであると思います。これを実現させるために、
全国が一丸となって、総力を挙げて後援会活動・医政活動へのご支援をいただきますよう心からお願い申し上げます。
次の世代が安心して医療が受けられるよう、また安心して医療を提供できるよう先生方はもちろんのこと、ご家族・ご友人、職員
の皆さま、患者さん一人ひとりに、今回の参議院選についてぜひともお話しください。
会員の先生方のご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

今こそ、組織を代表する
国会議員を政権与党から

日本医師連盟　委員長　横倉義武

羽生田たかしポスター


